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実 験 成 績
 内:前処置物質としては,いわゆる網内系機能亢進物質で・あろ抗酸菌、腸パラチフスワクチン,
 その他僅癌細胞等に移植性腫瘍に対する生存期間の延長(5日以上)と,一部生存するものを認
 めた。抵抗を示したHo8tでは腹腔内細胞の増加が著明で腹腔移植4～5日迄の腹水には,1ケ
 の腫煽細胞に対してヰ～数ケの腹腔内単球,リンパ球等が附着している所見がかなり認められた。
 又皮下移植所見でも腫瘤周囲組澱には著明な細胞反応と間質反応の増強が認められた。一方網内
 系掻能阻害物質であるエバンス肯の前処置では・無処置動物より生存日数は5～5日間短縮した。
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 働:Y.s移植に対して異なった抵抗を示したラットの脾細胞,肝細胞,血清とY.sを加蹴一
 bateしたY・Sに対する試験管内障碍作用は,抗移植性成立ラット=BGG2回静漣ラット〉
 BCGマ回静注ラット>無処置ラットの順で,処置別では脾細胞>肝細胞〉血清にY・s障碍作
 用が強く認められた。脾,肝細胞によるY・Sの障碍所見としてはp原形質に空胞を認め変形融
 解を示すもの,核に空胞が出現,核融解を示すもの等,Y・Sの崩壊所見が強ぐ,同時にY遭
 に対する細胞の附着所見も認められた。無処置ラットに脾細胞と2時間inCuba七eしたY・・S
 を移植した場合,いずれのラット脾細胞にも延命を認め,'一部には生存するものが参り,生存し
 たラットは再移植に対して強い抵抗を示した。血清のYおに対する試験管内作用は比較的軽度で
 あったが,Y.Sl移植前,あるいは移植と同時に処置した場合,延命するものが認められた。
 ⑥:DAB投与ラットに対してBCGを処置した場合,DAB投与前にくりかえしてBCGの
 処置を行なった群に11～55%と発癌墨の低下がみられたが,DAB投与経過にBeGを処置
 した群には発癌の抑制を認めなかった。TOyOmyci丑処置を行なったラットではDAB投与の
 比較的早期(45日目)に処置した群の発癌率が7臼%であったのに対して,後期(115日目)
 にBCGを処置した群では100%の発癌墨を示した。Y・S移植に対して抗移植性の成立した
 ラットでは.5頭中1頭に小腫瘤を認めたのみであった。
 総括及び考按
 唾膓細胞の移植に対して,いわゆる網内系機能亢進物質で動物を前処置した場合,抑制効果を
 認め,抑制の著明な生体には腹腔内細胞の著増と組織反応の増強が認められた。腹腔内細胞の腫
 瘍細胞に対する附着所見,皮下移植腫瘍の組織所見等から網内系機能亢進を中心とする生体の反
 応が腫瘍細胞に対して非特異的な抑制を示し,抑制された腫瘍細胞のもつ抗原性により,大量の
 再啓横にも耐え得る強い抵抗性が成立するものと考えられた。一方発癌抑制k関しても同様に,
 自己に発生した腫瘍細胞が抗酸菌接種によって惹起された非特異的反応により抑制され,これが'
 二次的に免疫学的抵抗を附与するのではないかと考えられた。しかしこの場合生体内での液性因
 子の抗腫瘍性についても考慮する必要があると、慰われた。又Y・sに対して抗移植性の成立した
 ラットの発癌抑制については日日に発生した腫瘍細胞と,Y・Sとの抗原性に共通点があったも
 σ)と考えられ,発生した轡葛細胞の抗原性が弱い場合,顕性の発癌として増殖するもの'と思われ
 た。
 一.179一
 審査結果の要旨
 著者は腫瘍増殖と個体抵抗との関係を知るためπ,生体に種々の条件をあたえ,移植性腫瘍,発
 癌に対する抵抗を観察している。又腫瘍細胞移植に対して異った抵抗を示した動物を用いて抗腫瘍
 性因子を検討している。すなわち網内系機能亢進物質てある抗酸菌,腸パラチフスワクチン,その
 他腫瘍細胞で前処置したマワス,あるいはラットの腹腔内にエールリツヒ腹水癌縮胞,吉田肉腫細
 胞lY.S)を移植すると生存期間は延長し一部のラットは,腫瘍死を免がれて生存する。その抵
 抗磯作として複腔内細胞の増加と,腫瘍細胞に対する腹腔内単球,リンパ球の附着所見を認めてお
 り,皮下移植組織所見では間質反応の著明左亢進を認めている。一方網内系機能阻害物質であるエ
 バンス青前処置では無処置群より生存日数が短諾し所見を異にしていた。
 またYS移植に対して異った抵抗を示したラ1ントの」il刷肝珊胞及ひ血清とY'Sをil〕CUbate
 するとY蹴蹴包の原形質・核には空砲の出現.変形.融解等・僅々の障碍が認められシこれらY,
 S細胞の障碍度は,移植に対ナる抵抗性とほぼ平衡関係にあり,脾細胞に最も強く7血清には軽度
 であった。
 さらにラットに対するDAB投与発癌に対してDAB投一与前にBGGを処置した群,DAB投与
 の早期にToyo町ciコの注射を行'つた群,YS移植に対して抗移植性の成立したラットに発癌
 の抑制を認可)7DAB投一与后にBO〔}を処置した群,DAB投与の後期にToyomycinの注射を
 行った群では・発癌の抑制は認められなかった。かくして著者は抗腫瘍性を示す因子として・宿主
 細胞の直接的作用を示し,液性成分の生体内での抗腫瘍性についても険討を加え,自己免疫成立の
 可能性を示唆している。
 すなわち本論文はヲ癌に対すろ抵抗性の研究に一つの方向と知見を加え,学位を授・与するに値す
 るものと言響める。
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